
宮内：タクティールマッサージ研究へのコメント

― 229 ―

短報 Effects of Tactile Massage on Mothers of Children with 
Autism Spectrum Disorder:  

A Pilot Study(Uehara et al., 2016)へのコメント

宮内　哲（国立研究開発法人情報通信研究機構）

Comment on “Effects of Tactile Massage on Mothers of 
Children with Autism Spectrum Disorder: A Pilot Study”

Satoru MIYAUCHI (National Institute of Information and Communications Technology)

「生理心理学と精神生理学」第34巻3号に掲載され
た短報，「自閉スペクトラム症児の母親へのタク
ティールマッサージの効果に関する予備的研究」（上
原ら，2016）では，代替療法の一つであるタクティー
ルマッサージが，「自閉スペクトラム症児の母親の不
安の軽減とネガティブな気分の改善に効果がある」と
いう興味深い結果が報告されています。代替療法は，
例えばホメオパシーのように，科学的根拠がないにも
かかわらず，医学や脳科学の知見を都合よく拡大解釈
したり，不適切な対照条件とのわずかな差を誇張して
有効性を主張する，いわゆる似非科学が多いのが実状
です。その中で，タクティールマッサージの効果を生
理心理学的に実証しようとする試みは非常に貴重で
す。以下に，この論文に対する私の見解を述べます。
コメント1, 2は科学的研究として実験方法が適切かど
うか，コメント3, 4, 5は科学論文としての結果の解釈
の妥当性に関する見解です。タクティールマッサージ
に対する理解と関心を深めるために，ぜひ有意義な討
論をお願いします。
コメント1.
被験者は，特別支援教育の教師によって，あるい
は病院の外来受付で配布されたチラシで募集し，さ
らに書類及び口頭で説明が行われたと記述していま
す。学校の教師や医療関係者からの情報は被験者に

大きな心理的バイアスを与える可能性があります。
これらのチラシや説明では，実験に関するニュート
ラルな説明だけで，タクティールマッサージによる
ストレス軽減に関する情報は含まれていなかったの
でしょうか。すなわち，被験者はタクティールマッ
サージがストレスの軽減に有効であるという事前知
識を全く持っていなかったかどうかを明らかにすべ
きと考えます。

コメント2.
Tactile条件では実験者がつきっきりで被験者に

20分間のマッサージをしたのに対して，Resting条
件では，「被験者は，リクライニングチェアで好み
に応じたリラックスできる姿勢で休むことができ
た」と記述しています。Resting条件では，被験者
は何をしていたのでしょうか？静かな部屋に一人で
いたのでしょうか。起きていたのでしょうか，眠っ
ていたのでしょうか。またTactile条件ではマッ
サージの際にオリーブオイルを使用したとの記述が
ありますが，Resting条件でも被験者にオリーブオ
イルを塗布する（ただしマッサージは行わない）な
どの統制は行ったのでしょうか。もし行わなかった
のであれば，実験後の心理的指標で条件間の有意差
が出たのは，タクティールマッサージ自体の効果で
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はなく，このような実験条件と対照条件の差に起因
する可能性があります。
この短報の目的は，単純な触刺激や通常のマッ
サージではなく，タクティールマッサージという代
替療法の効果が生理心理学的に認められるかどうか
を検証することであると考えます。そうであれば，
今回のタクティールマッサージを行うTactile条件
とタクティールマッサージを行わないResting条件
の比較だけでは，仮に生理学的変数に有意差が認め
られたとしても，その効果が触刺激や通常のマッ
サージではなく，今回用いたタクティールマッサー
ジに特異的，あるいはより効果的であると言う事は
できないと考えます。

コメント3.
今回の結果では，心理的指標は，Resting条件に
対してTactile条件で不安の軽減やネガティブな気
分の改善が認められました。しかし生理的指標では
全く差が認められませんでした。このような結果が
出た場合，以下の三つの可能性が考えられます。

A: タクティールマッサージには安静・休憩を上
回るストレスの軽減効果がある。しかし心理
的指標の変化が，必ずしも生理的指標に反映
されるとは限らない。したがって生理的指標
では差が出なかった。

B: タクティールマッサージには安静・休憩を上
回るストレスの軽減効果がある。しかし考察
で述べているように今回は被験者数が足りな
いために生理的指標で有意差が出なかった。

C: タクティールマッサージには安静・休憩を上
回るストレスの軽減効果はない（あるとは言
えない）。今回の実験で心理的指標に差が出
たのは，1（被験者が事前知識を持っていた
場合）や2などのマッサージ以外の統制され
なかった要因によるものである。

A, B, Cのどの蓋然性が高いかを考えると，
① 一種類の生理的指標ではなく，唾液コルチ
ゾール濃度，唾液分泌型免疫グロブリン，心
拍数変動のパワースペクトルという多くの生
理的指標を計測したにもかかわらず，どの指
標でも条件間で差が出なかったことから，A
の蓋然性は低いと考えられます。

② Resting条件でもTactile条件でも，実験前に
比べて実験後に唾液コルチゾール濃度の低
下，唾液分泌型免疫グロブリンの上昇，心拍
のHF成分の上昇という形で有意差が検出さ
れていることから，被験者数が少なく検出力
が低いために差が無かったというBの蓋然性
も低いと考えられます。

③ 今回の短報と同様にタクティールマッサージ
の前後で生理的指標を比較した先行研究で，
タクティールマッサージの効果が認められな
かったと報告している研究も多くあります
（緒方，2015; 酒井ら，2012; Wändell et al., 
2010）。

したがって，コメント1,2の可能性が否定できない
のであれば，「C: タクティールマッサージに安静・
休憩を上回るストレスの軽減効果はない」と考察す
るのが科学論文としては最も妥当であると考えま
す。

コメント4.
短報でも言及しているように，タクティールマッ
サージの医学的根拠として，マッサージによってオ
キシトシンの分泌が増大することが挙げられます。
しかしオキシトシンは日常のスキンシップや性行為
でも増大することが知られています(Carter, 1992)。
日常の行為でもオキシトシンが増大するのであれ
ば，オキシトシンの分泌増大を根拠にしてタク
ティールマッサージを代替療法の一つとして研究す
る意味はないと考えます。

コメント5.
短報では，他の代替療法にはないタクティール
マッサージの特徴の一つとして，マッサージを受け
た側だけでなく，マッサージを施した側のオキシト
シンの分泌も増大することを挙げています（Uvnäs-
Moberg, 2004）。自閉スペクトラム症児は一般に他
人からの皮膚接触を嫌います。今回の短報と同じ実
験に関する報告書でも，「本研究は当初計画では，
ASD児へのタクティール・マッサージの生理・心
理的効果を検証することを目的としていた。しか
し，ASD児には，皮膚接触に過敏に反応すること
や，実験室で一定時間安静を維持することに困難が
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あるなど，実験遂行上支障となる点が明らかになっ
た」と報告されています（安部，2016）。もしマッ
サージを施した側のオキシトシンの分泌も増大する
ならば，ストレス軽減療法としてのタクティール
マッサージは必要なく，母親に自閉スペクトラム症
児とのスキンシップを増やすように指導するのが，
より効果的・効率的であると考えます。
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